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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

松
田
幸
子
氏
（
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
患
者
接
遇
マ
ナ
ー

―
患
者
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
―

北
大
阪
・
三
島
地
区
合
同

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

集
合　

 

午
後
０
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
の
中
央
改
札
前
集
合

会
費　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
込
、
先
着
順
）

※
お
一
人
３
杯
ま
で
出
来
た
て
の
生
ビ
ー
ル
を
試
飲
い
た
だ

け
ま
す

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場
見
学

北
大
阪
・
三
島
地
区
合
同

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

吹
田
市
民
会
館
５
階
大
集
会
室
（
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
す
ぐ
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

最
近
の
審
査
・
個
別
指
導
事
例
に
み
る
今
後
の
展
開

と
対
策

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

日
時　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
す
ぐ
）

講
師　

山
上
博
史
氏
（
堺
市
開
業
）　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ー
シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
基

礎
〜
設
計
か
ら
前
処
置
ま
で

経
営
講
習
会

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

山
下
朋
樹
氏
（
株
式
会
社
ア
イ
リ
ッ
ク
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

よ
り
来
院
し
た
く
な
る
歯
科
医
院
を
目
指
し
て　

成
功
事
例
に
学
ぶ 

患
者
愛
顧
化
ノ
ウ
ハ
ウ（
仮
題
）

南
河
内
地
区

日
時　

９
月
18
日
（
日
）
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
川
眞
二
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

吸
引
成
型
器
活
用
法

『
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト
ゲ
ン
』

【
機
材
名
】
パ
ノ
ー
ラ
15
、

ベ
ー
ス
な
し
。

【
条
件
等
】
希
望
価
格
70
万

〜
80
万
円
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

◇

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み

で
、
掲
載
内
容
の
確
認
や
条

件
な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。
掲
載
の

お
申
し
込
み
は
新
聞
部
ま

で
。

譲
り
ま
す

266

登　

山

絵　藤田　進 （河内長野市）

佐
々
木
充
治
（
摂
津
市
）

　

佐
々
木
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
藤

田
貴
子
先
生
（
高
槻
市
）
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
思
い
出

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
の
が
高
校
時
代
の
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
思
い

出
で
あ
る
。

　

中
学
時
代
文
科
系
の
部
活

に
入
っ
て
い
た
私
は
、
高
校

に
入
っ
た
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

ど
う
せ
な
ら
少
し
変
わ
っ
た

ク
ラ
ブ
に
入
ろ
う
と
、
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
室

に
見
学
に
行
っ
て
み
た
。
と

こ
ろ
が
あ
ま
り
人
気
の
無
い

ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
せ
い
か
、

猛
烈
な
勧
誘
に
遭
い
、
ま
た

雰
囲
気
も
と
て
も
よ
か
っ
た

登
り
、
冬
に
は
雪
山
登
山
を

し
、
時
々
六
甲
ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
年
の
前
半
で

一
年
生
が
日
本
ア
ル
プ
ス
に

登
れ
る
よ
う
、
訓
練
を
行

い
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
近

隣
の
山
に
登
山
に
出
か
け
、

私
が
在
籍
し
た
時
は
、
穂
高

連
峰
の
う
ち
、
北
穂
高
岳
と

奥
穂
高
岳
、
そ
し
て
立
山
連

峰
に
登
頂
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
年
の
時
に
登
っ

た
穂
高
岳
は
、
そ
れ
ま
で
登

っ
て
き
た
山
々
と
は
違
い
、

か
な
り
ハ
ー
ド
で
あ
っ
た
の

だ
が
、
上
高
地
の
自
然
は
美

し
く
、
山
頂
部
で
の
星
空
は

絶
景
で
、
北
穂
高
小
屋
の
あ

た
り
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現

象
も
見
る
こ
と
が
出
来
、
い

つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
体

験
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

今
で
は
登
山
を
す
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
時

々
山
中
で
、
ボ
ー
ル
遊
び
を

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
頃
の

経
験
が
、
影
響
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

の
で
入
部
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ

ー
ゲ
ル
が
何
か
も
知
ら
ず
に

入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
質

は
山
岳
部
で
、
過
去
に
遭
難

し
た
こ
と
が
有
り
、
一
度
廃

部
と
な
っ
て
い
て
、
同
じ
メ

ン
バ
ー
が
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部
と
名
前
を
変
え
て
活

動
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
言
う
訳
で
、
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
活
動
の
メ

ー
ン
は
、
登
山
と
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
で
、
毎
年
夏
休

み
に
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に

　

近
年
、
歯
科
材
料
の
発
達

が
め
ま
ぐ
る
し
く
、
歯
周
組

織
再
生
療
法
や
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
が
飛
躍
的
に
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
臨

床
術
式
を
考
え
る
際
、
再
生

治
療
に
用
い
る
歯
科
材
料
や

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
材
料
な
ど
の

持
つ
特
質
だ
け
が
一
人
歩
き

し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
イ
ト
で

あ
る
生
体
の
基
本
的
反
応
を

理
解
す
る
こ
と
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
傾
向
は
否
め
な
い
。

つ
ま
り
、
治
癒
の
カ
ス
ケ
ー

ド
を
微
小
循
環
か
ら
も
理
解

し
て
日
常
臨
床
に
応
用
す
れ

ば
、
治
療
の
本
質
が
見
え
て

く
る
だ
け
で
な
く
、
術
式
の

オ
プ
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に
拡
大

し
、
臨
床
術
式
の
選
択
に
対

し
て
も
正
し
い
評
価
を
下
す

の
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
、
歯
周
組
織
の
微
小

循
環
は
大
切
な
機
構
で
あ
る

に
も
係
わ
ら
ず
、
歯
と
骨
に

囲
ま
れ
た
歯
根
膜
や
歯
槽
骨

に
付
着
す
る
骨
膜
の
よ
う
に

解
剖
学
的
状
況
が
障
害
と
な

り
、
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
多
く
の
課
題
を
残
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
微
小
循
環
に

つ
い
て
の
知
識
を
加
え
る
事

が
で
き
れ
ば
、
血
液
供
給
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
〝
外
科

術
式
の
評
価
〞
ま
た
、
口
腔

疾
患
に
対
す
る
〝
病
態
の
解

明
〞
な
ど
多
く
の
問
題
解
決

に
役
立
て
る
事
が
可
能
で
あ

り
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
臨

床
の
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
も
の
と
確
信
で
き

る
。
つ
ま
り
、
微
小
循
環
を

微
細
血
管
鋳
型
と
Ｓ
Ｅ
Ｍ

（
走
査
電
顕
）
を
用
い
て
視

覚
化
す
る
こ
と
で
、
組
織
切

片
だ
け
で
は
知
り
え
な
か
っ

た
臨
床
上
の
さ
ま
ざ
ま
疑
問

に
対
す
る
解
決
の
糸
口
が
見

え
て
く
る
。

　

今
回
、
歯
周
治
療
・
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
に
必
要
な
外

科
処
置
に
関
し
て
、
治
癒
の

エ
ビ
デ
ン
ス
お
よ
び
術
式
の

Step by Step

を
血
液
供
給

と
い
う
視
点
か
ら
解
説
す

る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
少
々
の

法
律
知
識
に
誠
実
さ
と
度

胸
」
―
―
。
北
河
内
地
区
が

７
月
16
日
に
開
い
た
講
習
会

「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
対
処
の

〝
正
し
い
〞
心
構
え
」
で
講

師
の
医
科
協
会
事
務
局
次
長

・
尾
内
康
彦
氏
（
写
真
）
は

ハ
ウ
ツ
ー
や
ス
キ
ル
で
は
な

く
、
人
間
と
し
て
素
直
に
相

手
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
事

と
語
っ
た
。

　

医
療
機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
は

90
年
代
に
比
べ
７
〜
10
倍
に

増
加
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を「
患

者
ト
ラ
ブ
ル
」
が
占
め
る
。

　

尾
内
氏
は

そ
の
背
景
に

つ
い
て
、

「
構
造
改
革
」

路
線
に
よ
っ

て
、「
自
己
責

任
」
論
を
押

し
つ
け
ら
れ

た
患
者
の
不
満
の
行
き
場
が

医
療
機
関
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
や
、
医
療
費
抑
制
策
で

多
忙
と
な
っ
た
医
療
者
が
患

者
対
応
で
余
裕
を
失
っ
て
い

る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
従

来
の
患
者
像
で
は
捉
え
き
れ

な
い「
層
」の
出
現
や
医
療
機

関
に
対
す
る「
誤
解
」が
あ
る

と
指
摘
し
た
。

　

対
応
の
心
構
え
と
し
て
、

患
者
側
か
ら
の
苦
情
・
ク
レ

ー
ム
が
単
な
る
誤
解
な
の

か
、
正
当
な
も
の
な
の
か
を

確
認
す
る
こ
と
が
大
事
と
強

調
し
た
。

９月度生涯研抄録

歯周治療・インプラント治療のための
Blood Supply（血液供給）
信藤孝博氏（吹田市開業）

〝
従
来
と
異
な
る
患
者
層
〞と
尾
内
氏

ト
ラ
ブ
ル
対
策
講
習
開
く

北河内地区

日
時　

９
月
11
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円


